
『令和５年度 全国学力・学習状況調査 結果・分析』 

 江戸川区立一之江第二小学校 

調査日 令和５年４月１８日（火） 

対象学年 第６学年実施人数：1１５名  

【結果】 

≪結果≫平均正答率 国語 算数 

本校 ７４% ７１% 

東京都 ６９% ６７% 
全国 ６７.２% ６２.５％ 

 

【教科ごとの分析】 
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本校 ７４％ ７９.４％ ３２.３％ ７６.２％ 

東京都 6９％ ７３.５％ ２８.９％ ７３.２％ 
全国 ６７．２％ ７２.６％ ２６.７％ ７１.2％ 

 
 
〇全ての項目において、全国、東京都いずれも平均を上回った。 
 
〇「書く」については、全国、東京都いずれの平均を上回っているが、５割を切っており、他の項目と比べて
点数が低い。 

 
・物語文や説明文では、『文章全体の大まかな内容を捉えた読み』から、『視点を明確にしながら細部を正確に
捉える読み』を重点的に指導していく。 

 【物語文での視点】 
   設定や場面の転換点、人物の相関など 
 【説明文での視点】 
   問いと答え、要旨（筆者の主張）など 
 
・朝読書の他、読書科の時間を有効に使い、じっくりと活字に親しめる時間を確保する。 
 
・特に『根拠を明確にして自分の考えをまとめて工夫して伝える力（書く力も含む）』という点について重点的
に指導していく。 
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本校 7１％ ７５.２％ ５７％ 7８.７％ ７３.６％ 

東京都 ６７％ ７１％ ５４.８％ 7５.８％ ６７.３％ 

全国 ６２.５％ ６７.３％ ４８.２％ 7０.9％ ６５.５％ 

 
 
〇全ての項目において、全国、東京都いずれも平均を上回った。 
 
〇図形は６割を切っており、他の項目と比べて点数が低い。 
 
・毎週水曜日のパワーアップモーニングと毎学期１週間取り組んでいる家庭学習週間において、東京ベーシッ
クドリルの診断テストの結果を基に、ドリルパークを活用して既習事項の定着に取り組んだ結果、各項目に
おいて高い正答率を得ることができた。 

 
・少人数指導や朝学習、放課後補習教室など、基礎基本を定着させる指導を継続するとともに、活用する能力
を身に付けさせるために学習活動や教材の工夫を行っていく。 

 
・今後、算数において、図形の領域を指導する際は、図形の名称や性質が理解できるような取り組みをしてい
く。基本図形の面積の求め方や公式の意味の確実な理解を図る。図形を構成する要素などに着目して筋道を
立てたりして考えさせていく。 

 
・変化と関係の領域では、２本の数直線を活用しながら基準量、比較量と割合の関係を整理し、正しく立式で
きるよう継続して指導していく。 

 
・中学の数学にスムーズにはいれるように、小学校で学んだ基本的な四則計算の反復練習を徹底する。その際、
整数だけでなく小数や分数の四則計算などについても、確実な定着を図る。 

 


